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学校評価アンケートの結果について 
 
 先日は、学校評価アンケートにご協力をいただきありがとうございました。 

 児童・保護者・職員の３者で、同様の項目のアンケートを実施し、それらの結果を比較して課

題を明らかにしていきたいと考えました。アンケートの結果を次のようにまとめましたのでご

確認ください。来年度の教育活動に生かしていきたいと思います。 
 
１ 楽しく学校生活を送ることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
２ 安心して先生と話したり相談したりすることができた。 
 
 
 
 
 
 
３ いろいろな学年の友達とも仲良く過ごすことができた。 
 
 
 
 

 
４ 友達と協力することができた。 
   
 
 
 

 
５ めあてをもって学習に取り組むことができた。 
   
 
 
 

 
６ 授業中に学習した内容がよく分かった。 
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７ あいさつをすることができた。 
 
 
 
 
 
 
８ 学校のきまりを守ることができた。 

 
 
 
 
 
 
９ 元気よく運動したり遊んだりすることができた。 
 
 
 
 
 
 
10 運動会や造形作品展に力一杯取り組むことができた。 
 
 
 
 
 
 

☆ アンケート結果から（改善点を中心に）  
○ 質問２「安心して先生と話したり相談したりすることができた」について、児童の９割以上が肯定的な

評価ではありましたが、保護者・職員の肯定的な評価を若干下回る結果となりました。本校では、子ども

たちが気軽に担任に相談できるよう、関係づくりに努めています。また、困っていることや悩みを打ち明

けられるよう、担任と一対一で話をする教育相談週間を年２回設定しています。その教育相談週間につい

て、職員からは「もう少し一人一人に長く時間を取って話できるようにしたい。」という意見が出されま

した。来年度は、教育相談週間を２週間から３、４週間に伸ばし、児童一人一人と向き合える時間をより

確保します。また、スクールカウンセラーと児童一人一人が話す全員面談を４～６年生だけでなく、全学

年で実施し、児童が気軽に相談できる存在を増やしたいと思います。 
  

○ 質問３「いろいろな学年の友達とも仲良く過ごすことができた」について、児童・保護者の８割以上が

肯定的な評価ではありましたが、職員の肯定的な評価を下回る結果となりました。本校では、異学年交流

を目的とした縦割り班を編成し、様々な活動や行事に取り組みました。一つの縦割り班に約２０人在籍し

ており、その中で約１０人ずつの２チームに分かれています。来年度は、この２チームをさらに半数に分

けたり、ペアをつくったりすることで、より一人一人の結び付きや関係性を強めたいと思います。また、

委員会活動において、縦割り班で参加できる様々なイベントを子ども主体で考え、異学年で交流する機会

を増やしていきます。 
 

 ○ 質問５「めあてをもって学習に取り組むことができた」は、今年度、新たに学校教育目標として設定し

た内容です。先日の学校だより第１１号で紹介したように、本校の努力点推進に沿って、様々な授業の中

で、自分自身で目標や課題を設定しながら学習に取り組みました。また、週末に全学年が取り組んでいる

自主学習「自分ノート」でも、今年度より自分自身でめあてを考えながら学習内容を決め、取り組むよう

促しました。肯定的な評価において、児童・保護者と職員の結果に差が見られ、まだ定着し切れていない

ことが伺えます。引き続き来年度も、この取り組みを継続するとともに、より子どもたちに定着するよう

な支援や工夫を考えたり、学校での取り組みをたより等で保護者に積極的にお伝えしたりしていきます。 
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